
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ B ○ A ○ ○

〇 〇 B ○ A ○ ○

〇 〇 A ○ A ○ ○

○ 〇 〇 B 〇 B 〇

〇

〇 〇 A 〇 A 〇 〇

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ (   ) ○ B ○ ○

○
○

○

〇
○ ○ (   ) ○ A ○ ○

○
○ ○ B ○ A ○ ○

○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ C ○ A ○ ○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ B ○ B ○ ○

〇 〇 B 〇 B 〇

総合型選抜、AO入試等多種多様
な入試のスタイルになってきてい
るが担任・指導部のスタッフを中
心に対応することが出来た。例年
より一般受験にチャレンジする生
徒が増えてきていてその対策に概
ね対応出来た。

進路ガイダンスが出来なかった
が、BLENDを通して情報発信がで
きた。また、オンラインでのオープ
ンキャンパス等への参加も増え、
生徒にとってはより情報が得られ
やすい状況になってきている。

今まで以上にオンラインでの
オープンキャンパス等への参
加を勧め、校内ガイダンスだ
けでなく自分から進路に対し
て調べていく力を養っていく必
要がある。

一般受験にチャレンジする生
徒への対応を今まで以上に
力を入れて取り組んでいく必
要がある。

顧問と生徒が目標に向かって共に努力してゆく中で、協調性・責任感・忍耐力を養う。

学習指導の充実を図る。

豊かな蔵書構築に努め、情報活用
能力を育む図書館づくりに努める。

相互授業見学を継続的に実施す
る。
生徒による授業評価を年2回実施
する。

前年度までの運営を改善しなが
ら、新しい様式にも臨機応変に対
応する。

(図書)
情報の収集、活用の仕方に関して
の授業支援を行ったことで、図書
館は読書だけではなく、多様な場
面で活用できるということを広報す
ることができた。
様々なテーマで情報を探しに訪
れ、資料相談を利用する生徒が多
く見られた。
「読みたい気持ち」、「学びたい気
持ち」を応援する場所であるという
ことを常に呼びかけ、生徒・教職員
の利用増加を目指したい。

授業時間の確保に努める。

学校行事の円滑な運営に努める。
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責任と義務を尊重しつつ、自ら進んで目標に向かって努力する精神を養う。

学校教育目標　　　「社会で真に役立つ実践的な人材の育成」

勤労を尊重する精神を養い、社会に貢献しようとする意欲を育成する。
進路指導の充実

本年度の重点目標

部活動の充実
生活面の指導を大切にし、正しい服装容儀、規律ある生活態度で生きる姿勢を育成する。

　建学の精神に基づ き 、 これからの 社会 が必要とする 人材 の 育成に努める。 広い視野と知見を持ち、多様
な価値観の中から、主体的に 新しいものを創造していく ことのできる力の育成を重点目標とする。

わかりやすい授業を心がけ、生徒の適性に応じた指導に努める。
生活指導の充実

自主自立の精神の涵養

人間性の陶冶
規律を守るとともに、人の苦しみや悲しみを正しく理解し、適切な行動のできる豊かで調和のとれ
た健全な人格の育成をめざす。
勤労を尊重する精神の育成

学習指導の充実
生徒の興味・適性・能力を尊重し、適切な進路の決定ができるよう指導の充実を図る。

月間・週間行事の検討・計画を行
う。
日課の調整や変更を迅速に行う。

さまざまな資料、情報に触れること
のできる豊かな蔵書構築に努め、
生徒の「読む」「調べる」活動の充
実を図る。
生徒が図書館の資料とサービスを
積極的に利用し、自身で情報を収
集し、活用できるように導く。

様々な機関と連携して、生徒、教
職員に対して豊富な資料提供を行
う。丁寧な資料相談を基本とし、授
業担当者と連携して生徒の日々の
学習を支援する。授業に関連した
内容の図書館オリエンテーションを
効果的に行う。

授業支援のさらなる充実に努め
る。

新型コロナウィルス感染
防止対策を施しながら前
後期入試ともに無事に終
えることができた。

時代に沿った入試方法に
ついて考え、出願から入
学までの流れにおいて受
験生、中学校、本校に
とってよりよい入試となる
よう進めていく。

いまだに経済状況は不安
定であるが、生徒一人ひ
とりをよく理解し、能力・適
性に応じた進路指導に努
める。

コロナワクチンを接種し、
ウイルスの広がりを止め
るにはまだまだ時間がか
かりそうである。来年度も
本年度と同様の内容を想
定し、生徒一人ひとりをよ
く理解し、能力・適性に応
じた進路指導に努める。

学年
分掌

令和２年度末の状況 令和３年度の目標 具 体 的 方 策

「進路総合評価」「進路適
性検査」を参考にし、担任
又は就職・教育支援担当
者、カウンセラー及び部
活動顧問、家庭、さらに
関係機関との連携を密に
しながら、個別面談を重
ね、適切な進路指導に努
める。また、今年度も就職
先訪問は出来ないが電
話などで状況を把握する
と共に、本年度の採用計
画を聞き出したい。また、
企業との関係性は今まで
培った信頼関係でカバー
したい。

校舎の環境保全に努める

学年
分掌

進

路

指

導

部

（
進

学

）

生徒の希望進路合格を
目指す。

学年
分掌

評価について　　　Ａ　達成できた　　　Ｂ　概ね達成できた　　　Ｃ　やや不十分な点あり　　　Ｄ　かなり改善の余地あり　　　Ｅ　全く不十分　　　（　）評価せず または 評価できず

次年度引継事項・改善策など目標の達成状況

教

務

部

令和２年度末の状況

（教務）
進みつつあるICT活用は、わかり
やすい授業や双方向型の授業を
実現させる有効なツールとなった。
学習方法が多様になる中で、指導
方法についての情報共有が学習
指導の充実に繋がっている。ま
た、昨年度は全校や学年を単位と
して活動する機会が減少したが、
学校行事は生徒の学校生活に秩
序と変化を与える役目を果たした。

進

路

指

導

部

（
就

職

）

目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

令和２年度末の状況 令和３年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

学年
分掌

令和２年度末の状況 令和３年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

総

務

部

出願から新入生説明会ま
でのスケジュールを入試
事務スタッフ全員が周知
し、他部署と連携するとと
もに各自が責任をもって
役割を果たす。

各種ガイダンス等を通じ
て生徒の進路意識の向
上を図る。

学年ごとのガイダンスの
方法を考え、より興味関
心が高まる方法を考えて
いく。BLENDを利用して
オープンキャンパス等の
案内を徹底して行う。

オール普通科になったた
め今までよりも進学希
望、特に大学に行きたい
という生徒が増えてきた。
1年次より進路に対する
意識が持てるよう各種ガ
イダンス等を利用して生
徒の意識を変えていきた
い。特に授業に取り組む
姿勢をもっと向上させる
必要がある。教員間で問
題共有をするなど、より密
な連携を取っていきたい。

令和３年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

世の中のコロナとのかか
わりを見ながら、学校と保
護者との協力関係のあり
方を探る。

歴史ある校舎に生徒が愛
着を持てるよう、日々の
掃除を徹底させる。

正確で円滑な入試事務作
業の実施

学校と保護者との協力関
係のさらなる構築

校内における入試事務作
業については概ね円滑に
進めることができたが、細
かな部分で改善の余地が
見られた。

新型コロナウィルスの影
響により、各行事が中止
となり活動ができなかっ
た。

修繕箇所への対応が比
較的速やかに行えた。

古い校舎であっても掃除
が隅々まで行き届いてい
る教室が多く見受けられ
た。

相互授業見学は概ね順調に実施
されている。引き続き学期１回以
上の実施を促していく。生徒によ
る授業評価を1回実施した。

臨時休業により授業が減数する
中で課題となる時間もあった。日
課の調整により課題を減らすと共
に授業時間の確保に努める。

行事の中止はあったものの、運
営は円滑に行うことができた。

蔵書の増加に努めたが、既にあ
る蔵書の内容の見直し、適切な
廃棄等を行いよりよい構築に努
める必要がある。図書館の活用
方法の指導と図書館サービスの
広報にも努める。

関係機関と連携し、生徒、教職員
に対して豊富な資料提供、オリエ
ンテーション等で授業に携わり支
援を行った。さらなる充実に努め
る。

コロナ禍はしぶとく長引き進路指
導にも影響を及ぼした。夏休みの
合同企業説明会は中止となり、
個別の見学会も再三の日程調整
や、遠隔説明会となった。また、
生徒への個別の進路指導も電話
や遠隔での指導・指示は、やはり
限界があり、もどかしい所があ
る。これから就職試験が始まる
が、昨年度と比べ、環境は悪化し
ているので、コロナ禍における進
路指導としての対策を考慮しなく
てはならない状況にある。

例年より総合型選抜やAO入試で
の受験希望者の人数が増加傾向
にある為担任と連絡を取りながら
早めの対応を行ってきている。こ
れから入試シーズンに入っていく
ので臨機応変に生徒の希望進路
決定の実現に対応していきたい。

今年はコロナ禍のため企画して
いたガイダンスが中止になった。
その代わりに進路講話の回数を
増やすなどして生徒への情報提
供の場を確保していく。また、今
年度も昨年度に引き続きBLEND
で進学情報の連絡を徹底して伝
えている。今後も継続していきた
い。

入試実施時期ではないため
評価できず。

悪天候やコロナの影響で例
年予定されている学校行事
が延期となり、松萌会活動が
できていない。

日々の清掃が行き届いてい
ると思われるが、なお一層の
環境美化に努めさせる。

中間評価に対する改善点

多種多様な受験形態の
研究を進め生徒とともに
最善の受験方法での合
格を目指す。

相互授業見学と2回の授業アン
ケートを計画通りに実施した。ICT
活用も大きく前進し学習指導の充
実が図られた。

臨時休業等の非常時に登校でき
ない生徒に対しても円滑に学習指
導を継続するため、ICTの活用や
事前の教材準備を促す。

臨時休業により授業時間が減数
した。行事変更の対応や日課の
調整を速やかに行い、授業時間を
最大限確保した。

大型連休や月曜日の祝日に
留意し、時間割の編成には工
夫が必要である。

新たな様式に対応しながら、行事
を円滑に運営した。

蔵書の増加とともに、蔵書の整理
と内容の見直しに努めた。活用法
の指導に関しては図書館だけで
はなく、授業担当者とより連携して
充実させていく。

分散登校等により、授業における
図書館利用の回数は減少した
が、引き続き関係機関と連携して
対応し、変わらぬ支援を行うこと
ができた。

新型コロナウイルス感染症の感染
拡大が続く中においても、生徒が
学習で資料を利用しやすく読書活
動が充実するように、さらなる環境
整備に努めていく必要がある。

今後の蔵書構築については、
教科と連携し、授業計画と照
らし合わせながら計画的に進
めていく必要がある。

学校行事は、体験的な活動によっ
て生徒の連帯感を深めることがで
きる機会であると捉え、感染症対
策を行った上で、可能な限り実施
できるよう努める。

入試業務のスケジュールがタ
イトであり、前期入試の出願
から後期入試の合格発表ま
で全体的なスケジュールの見
直しが必要と思われる。

時代に沿った入試業務のあり
方を検討し、前に進めていく
必要があると思われる。

今年度は企業見学会が行われる
夏にコロナの影響を受けた。学校
が閉鎖の中、WEBや郵送などを利
用し、生徒個々の状況に合わせ
対応できた。次年度も個々の要望
に適した指導を心掛けたい。

アフターコロナの経済再開を
予想していたが、インフレと
ヨーロッパの混乱は現在の経
済・雇用状況を破壊しかねな
い。最悪１０年前の不景気が
舞い戻り、進路指導は混沌と
することが予想される。生徒
の実力向上が条件となるの
で、対策を立てたい。

短い期間の中で準備を進めてき
たため、作業のなかで行き届かな
い点がいくつか見受けられた。

コロナによりさまざまな学校行事
が中止、延期になる中、行事の際
には保護者の方の協力を得ること
ができた。

コロナの終息にはもうしばらく
時間がかかると思われるが、
その中でも学校と保護者との
協力関係のあり方を探る。

生徒の日々の清掃活動について
はよかったと思う。また修繕につ
いては比較的早めに行うことがで
きた。

床や天井、壁などを修繕し、
生徒の学びの環境を整えて
いきたい。

目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など



中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ B ○ B ○ ○

〇

○ ○

〇

〇

○ （講演会等も含む）

・薬物乱用　・SNS　他

〇 〇 B ○ B 〇 〇

（各ルーム、立ち番指導等）

〇

○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ Ｂ ○ Ａ ○ ○

○ ○ ○ Ｂ ○ Ａ ○ ○

○ ○ ○ Ｂ ○ Ｂ ○ ○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ C ○ B ○ ○

〇 〇 〇 Ｂ ○ A 〇 〇

〇 〇 〇 C 〇 A 〇 〇

〇 〇 〇 B 〇 A 〇 〇

〇

〇 〇 〇

中間
評価

最終
評価

○ ○ 〇 A ○ A ○ ○

〇

〇

〇

○ 〇 広報活動の充実 A 〇 A 〇 ○
〇 Webの更新・管理運営
〇 SNS等による情報発信

  本年度、生徒間で新型コロナ
ウィルス感染症に関わる問題は
生じていない。感染された人、濃
厚接触の人、ワクチンを接種した
人、接種していない人、それぞれ
の多様な立場をふまえ、尊重しよ
うと教職員、生徒ともに努めてい
る。

　昨年度同様、新型コロナウィ
ルス感染症は未だ終息の目
途が立たない。感染防止策の
徹底とともに、人権的配慮の
観点から、コロナをめぐる新た
な資料の提示・人権啓発に向
かいたい。

  アイヌ差別問題、いじめ問題、外
国籍に関わる人権問題などの新
たな課題、地域の人権課題に意
欲的に取り組む方をお招きしての
講演会を通じ、生徒の学習意欲を
高めることができた。

　新たな課題に取り組み、学
習効果を高めることができた
一方、分散登校の影響など
で、取り組めていない課題も
ある。次年度すみやかに対応
したい。

　人権ホームルームでは、生徒が
身に付けたい知識・技能・態度を
明らかにしながら、学習を進め
た。特に３年生公開授業では成果
と課題まで明らかにできた。言葉
遣いアンケートを通じ、不適切な
言葉の把握とその防止に努めた。

休校その他で保護者確認が例年
と異なり、多少の遅れはあった
が、その他は、例年通り活用する
ことができた。

「合理的配慮の実施につい
て」のマニュアルを作成する。

担任・学年主任・部活動顧問など
と情報交換を行い、連携を図るこ
とができた。

情報交換を積極的に行い、教
員間で正確な共有につなげ
る。

市町村の福祉課や医療機関と連
携し、支援につなげた。

部活動生を中心に挨拶ができる
生徒が増えたように感じる。服装
に関しては、1年間を通してネクタ
イを忘れる生徒が目立った。

　人権ホームルームで
は、毎時間、身に付けさ
せたい知識・技能・態度
のさらなる明確化に努め
たい。

オープンスクール・学校見
学説明会・入試説明会の
充実と参加者の確保

オープンスクール等の実
施内容の精査、円滑な運
営

中学生・保護者・中学校
への的確な情報発信

通年、Webページ・SNSに
よる情報発信を迅速に行
うことができ、閲覧数・登
録者数を確保することが
できた。それにより、開か
れた学校づくりの一端を
担うことができた。また、
学校PR動画やプレゼン
テーションの刷新により、
学校ブランディングのきっ
かけを作ることができた。

担任、副担任、教科担当
など多くの先生方とチー
ム連携をはかっていくこと
ができた。

特別支援学校や、市町村
の福祉課との連携を図っ
ていくことができた。

ＳＣ、ＳＳＷだけでなく校
外の機関との連携につい
て認知されてきた。

個別の支援計画の活用
の推進

校内連携の強化

他機関との連携作り

学校全体として支援理解
を深める。

個別の支援計画の作成
は遅れたが、支援会議等
で活用していくことができ
た。

個別の支援計画について
作成では手順を担任と再
確認し、支援会議等で情
報を共有するなどして活
用していく。

　年間推進計画、学年年
間計画をふまえ、毎時
間、生徒に身に付けさせ
たい知識・技能・態度を明
確化する。言葉遣いアン
ケート結果をふまえ、不
適切な言葉をゆるさない
姿勢を養う。

開かれた学校づくりの推
進と学校ブランディング

新型コロナウイルス感染
症の影響を受け、学校説
明会等の参加者数は減
少したが、感染対策を取
りながらオープンスクー
ル・入試説明会を適切に
実施・運営することができ
た。
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令和２年度末の状況 令和３年度の目標 具 体 的 方 策

概ね良好ではあったが、
SNSのトラブルが多く発生
した。コロナ感染症予防
対策として講演会を開催
できなかったことあり、今
年度は開催方法も考慮し
ながら節度のある通信機
器の利用方法を学ぶ機
会を作りたい。

新入生は、オリエンテーションを通
して学校生活に早く慣れさせる。

挨拶の徹底を全校集会やルーム
などで呼びかけるとともに、通学指
導などで教員からも積極的に声を
かけを行う。

服装規定の遵守のため服装指導
を徹底する。

社会のルールやマナーを理解し守
るよう指導する。

中間評価に対する改善点 目標の達成状況

基本的生活習慣を身につ
けさせる。

　新型コロナウィルス感染
症に対する対応を、人権
への配慮の観点から考え
る。

　多様性を尊重すべき
中、新たな人権課題に取
り組んでいく。

　人権ホームルームにお
いて、生徒が身に付けた
い知識・技能・態度を明ら
かにし、日常、不適切な
言葉をゆるさない技能・態
度につなげていく。

登下校中に事故や被害に遭わな
いよう安全指導を徹底する。

いじめを許さず、見逃さない。生徒
の言動に変わった様子はないか注
意する。

　性の多様性をテーマとし
て、新しい課題に本格的
に取り組んだ。教職員研
修、公開授業、日々の活
動を通じ、体験と学習を
積み重ねた。

　新型コロナウィルス感染
症は未だ終息の目途が
立たない。感染防止策の
徹底とともに、感染症の
問題は、誰にとっても考え
続けなければならない人
権問題である。一人ひと
りが自分に関わることとし
て考える資料の開発が引
き続き必要である。

学年
分掌

生

徒

指

導

部

人

権

教

育

推

進

部

　文科省、県教育委員会
人権教育課など行政機関
の通知・指針をふまえ、ま
た、新聞各社の報道を社
会科学的に分析し、本推
進部の対応を検討し、教
職員、生徒、保護者への
啓発に努めていく。

　いじめ問題、性の多様
性に関わる問題、外国籍
の方に関わる人権問題、
ネット問題など特に人権
ホームルームを通じ、学
習を進めていく。

登下校時の自動車での
送迎を禁止しているが、
守っていない生徒が目
立った。近隣の方に迷惑
をかける事態となってい
るので継続して立ち番指
導が必要。

生徒が安心して通うこと
ができるよう指導に努め
る。

教員間で情報交換を行
い、早期の対応に努め
る。

他校や医療機関、就労支
援機関等と連携し、進路
決定等多方面から支援を
していく。

研修会・講演会等の参加
を積極的に促す。

ＳＣ･ＳＳＷ・サポステ連携
を通じて学校全体として
の支援理解・学びを深め
ていく。

目標に対して概ね良好で
あったが、服装の乱れなど
少数見受けられた。全教員
が温度差なく指導の継続を
行う。

例年開催予定の講演会がコ
ロナ感染防止対策の為開催
できていない現状であり、各
クラスでの指導を今まで以上
に重視する。

登下校時、教員の立ってい
ない場所・時間にルールを守
れず、近隣地域の方に迷惑
をかけている現状がある。ま
た、コロナ禍において駅・JR
車内等でマスクを着用してい
ない生徒が少数おり、周辺
の方々へ不快な思いを与え
ている。各ルームや連絡
ツールにて適宜指導を行う。

　新型コロナウィルス感染者
に対する誹謗・中傷防止の
ため、昨年度から特に県教
育委員会の指針をふまえ、
校内周知・人権ホームルー
ム資料の作成・活用に努め
てきた。本年度、生徒間での
問題は生じていない。引き続
きワクチン接種をめぐる問題
など注視していきたい。

　１年生いじめ問題、２年生
部落問題、３年就職差別問
題を中心に、新しい資料を提
示するなど工夫に努めた。
生徒一人ひとりの学習意欲
を高めることができた。

　各学年、人権ホームルーム
では毎時間、生徒に身に付
けさせたい知識・技能・態度
を明らかにし、学習を進めて
いる。３年生公開授業では、
そのような点で成果と課題を
明らかにできた。生徒の不適
切な言葉の防止に努めた。

三者懇談が休校のため変則
開催となり、保護者確認が例
年と違う形となった。継続し
て保護者との連携に努めて
いく。

学年主任や担任との情報交
換のほか、BLENDを活用し
た情報収集に努める。

他機関との連携について、
問題解決型が多かった。予
防的な活用を増やし、支援
につなげていきたい

オンライン研修などもあるの
で、積極的に紹介していく。

月に1回のペースで校内連
携会議を行うことができた。
より充実した会議としていく。

新型コロナ感染症拡大によ
るオープンスクールに関する
連絡等、各方面への情報発
信を迅速かつ適切に行うこと
ができた。参加申込者数を
確保することができた。

感染対策を取りながらオープ
ンスクールを適切に実施・運
営することができた。

Webページ・SNSによる情報
発信を迅速に行うことがで
き、閲覧数・登録者数を確保
することができた。

　人権ホームルームでは、主
題設定の理由・本時の目標と
ともに「まとめ」も共通にしてい
きたい。不適切な言葉の把握
は成果をあげているが、その
防止のための創意工夫にさら
に努めていきたい。

伯耆大山駅の利用マナーや列車
内での態度について注意を受け
ることが何度かあった。公共の施
設の利用などを含め規範意識を
高めていきたい。

概ね学校生活は落ち着いて
いるが、挨拶をもっと積極的
にできるよう継続的な指導が
必要。また、近年SNSの利用
についての問題行動が増えて
きている。インターネットの利
用に関する教室を積極的に
導入して行きたい。また、公共
施設でのマナーをはじめ、校
外での様子についても校外パ
トロールやルームでの指導を
通して身に付けさせる。

交通安全については、自転車の
併進、走行中のスマホ使用など危
険運転があった。大きな事故にも
繋がる恐れもあり今後とも指導が
必要。

いじめに関しては、普段より担任
を中心に生徒の状況を把握して、
概ね適切に指導・対応ができてい
る。

登下校時に本校生徒も不審
者による声かけなどの被害が
あった。学校へ寄せられる被
害者情報の提供を行い、被害
に遭うことのないよう注意喚
起を呼びかける。また、交通
ルール遵守の指導を継続して
行う。特に立ち番指導を強化
していきたい。

次年度引継事項・改善策など

今後も市町村や医療等と連
携を深めていく。

オンラインの研修が増え、講演を
きく機会はむしろ増えた。

全職員への紹介を増やしてい
く。

相談室の活用に向けて情報
発信を行う。

SC・SSW会議を月1回行い、校内
関係者を交えて生徒の諸問題に
ついて充実した話し合いができ
た。

感染対策を取りながらオープンス
クール・入試説明会を適切に実
施・運営することができた。
各部部活動体験を企画・情報発
信し、適切に実施することができ
た。

より効果的なオープンスクー
ル・説明会等の実施内容・運
営方法を検討し、更なる入学
志願者増加につなげる。

これまで行ってきた広報活動
の効果を精査し、一層の充実
を図ると共に、多様な媒体を
用いた広報活動を提案する。

通年、Webページ・SNSによる情報発信
を迅速に行うことができ、閲覧数・登録
者数を確保することができた。それによ
り、開かれた学校づくりの一端を担うこ
とができた。
また、学校PR動画や学校案内パンフ
レットの制作を通してイメージを向上さ
せる有効なブランディングを図ることが
できた。
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徐々にではあるが、マスク着用や
交通ルールを守るようになってき
ている。

上級生として率先して挨拶を
できるように指導し、マスクの
着用の徹底をしていく。

学校生活に慣れて落ちついていく
につれて減少傾向にある。

遅刻・欠席をした場合に家庭
と密接に連携する。

授業態度は概ね良好であるが、
積極的に家庭学習をしている生
徒を増やしていきたい。

日頃の家庭学習の大切さを
指導すると共に、適時確認を
していく。

スポーツ祭で実施した感染症
対策をさらに検討し、充実さ
せたい。また、今年度の課題
について、新生徒会執行部に
引継ぎを行い、改善を図る。

生徒が主体となって行事の運営
等を積極的に議論することができ
た。今後も生徒会全員で学校生
活を充実したものにするために、
活動を続けていきたい。

他分掌と連携を図り活動すること
ができた。引き続き学校を盛り上
げていけるように、連携を図って
いきたい。

社会人として必要な人権意識を、各担
任の粘り強い指導で身に付けさせるこ
とができた。社会に真に役立つ人として
活躍することを切に願う。

BLENDでの欠席連絡は概ねでき
ており、欠席理由の把握がしやす
くなってきている。

BLENDの活用機会を更に増
やし、連絡が確実に届くように
していく。

担任・副担任を中心にきめ細かく
保護者と連携が取れていた。

さらに相談しやすい環境を整
えていくように努力する。

学級活動を通してクラスとしてまと
まってきている。軽率な発言があ
る時は、適宜指導をしていた。

お互いを認め合い成長できる
ような環境作りをしていく。

マスクの着用は定着した。分散登校や臨時休
業が続く中、気の緩みから服装や頭髪の乱れ
が見られる生徒も一部あり、繰り返し指導を
行った。

それぞれのクラスで良好な友人関
係を築いている様子が見られる。

進路決定に向け、早い時期か
ら明確な目標設定を促すよう
な環境作りと指導を行う。

授業のグループワークやＨ
Ｒ、学校行事を通して、よりよ
い仲間作りや人間関係を構
築していくよう促す。

担任を中心に学年部一体となっ
て、生徒一人一人に寄り添うこと
ができた。また、進路決定に必要
となる情報は、進路指導部と連携
を密にし適宜提供できた。

進路決定時を中心に保護者との
連携を密にすることができた。保
護者からの相談も多く、生徒、保
護者、学校が良い関係性を保つこ
とができた。

全体的に比較的余裕を持って登
校し、落ち着いた雰囲気でHRや
授業に向かうことができている。

検定試験や課題提出、模試への
取り組みを通して、目的意識を
持って学習する姿が見られるよう
になった。

コロナ禍で学校行事や部活動に
制限がかかる中、リーダーシップ
を発揮する存在に成長できるよう
導くことができた。

放課後の清掃点検や園芸活
動を行う。

ボランティア活動の呼びかけ
を行い、生徒の参加を促す。

『松蔭TIMES』の発行を行う。

【基本的生活習慣・学習
態度について】
概ね規則正しく、かつ落
ち着いて日々の生活を送
ることが出来ている。さら
にレベルの高い質での学
習に取り組めるよう促して
いくことが必要となる。

【保護者との連携につい
て】
各種連絡事項をペーパー
配布とClassiを効果的に
使いながら情報提供をし
ていくことが出来た。面談
や電話連絡等も今一層充
実させていく必要がある。

状況に応じて保護者に連
絡を取り、学校や家庭の
様子について情報交換を
行う。

学校行事や学級活動を
通し、互いを思いやり尊
重する心を育む。

基本的生活習慣の確立

学習習慣の確立

家庭との連携

人権意識の育成

挨拶と正しい服装の定着
を図る。

早寝・早起き、食事、健康
面の管理に努め遅刻・欠
席をなくすよう指導する。

授業に集中して取り組
み、日頃から計画的に家
庭学習を行うよう指導す
る。

保護者へBLENDの活用
を促し、連絡を密にする。

学校からの配布物や家庭
からの回答を必ず提出す
るよう指導する。

他分掌と連携を図り活動
することができた。引き続
き学校を盛り上げていけ
るように、連携を図る。

学習習慣の確立と進路指
導の充実

基本的生活習慣の定着

保護者との連携

あいさつや服装、時間を
守ることを徹底させる。ま
た最高学年としての自覚
を持ち、責任持った行動
で生活を送るよう指導す
る。朝読書も積極的に促
し、落ち着いて一日の生
活を始めさせたい。

保護者との連携を深め、
学校での状況や家庭での
様子について共通理解を
図る。

規則正しい生活習慣の声
掛けを根気強く継続して
いく。

早めの登校や朝読書の
時間の有効活用などが継
続できるよう、声掛けを行
う。

集中力が続かない生徒
や課題提出が滞ってしま
う生徒に対し、教科担当
と協力して指導を行う。

保護者、家庭との連携に
努めている。

相手の気持ちや自分の
言動が周囲に与える影響
をよく考えて発言・行動す
るように、折に触れ指導
を行う必要がある。

学校行事や学級活動を
通し、周囲を思いやる気
持ちや協調性を育む。

基本的生活習慣の確立

主体的に学習に取り組む
姿勢の確立

家庭との連携

人権意識の育成

挨拶と正しい服装の定着
を図る。

自主自立に努め、充実し
た高校生活を送るよう指
導する。

自らの興味関心や特性、
進路について考え、授業
や家庭学習に目的を持っ
て取り組むよう指導する。

主体的学習者の育成の
ため、各授業や総合的な
探究の時間での工夫を考
えたい。進路決定に向
け、適切な情報提供を行
う。

保護者へBLENDの登録、
活用を促す。

家庭との情報交換をこま
めに行い、諸問題の早期
発見と迅速な対応に努め
る。

様々な個性や価値観が
あることを理解し、互いを
尊重する姿勢を育む。
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他分掌と、お互いの要請等に
より活動を計画・実施する。

保護者のBLEND登録や連絡
文章の確認について引き続
き呼びかけをしていく。

今後もきめ細かに指導がで
きるように保護者との連携を
密にしていく。

互いを思いやる気持ちが持
てるように、様々な機会を活
用して仲間作りを促す。

新型コロナの影響で延期と
なったため評価せず。

毎週放課後に議題を持ち寄
り、積極的に議論することが
できた。今後は部員の参加
率を更にあげていきたい。

ボランティア活動について、
実施予定のものについては
可能な限り案内し、多くの生
徒が参加している。

他分掌と連携を図り活動す
ることができた。引き続き学
校を盛り上げていけるよう
に、積極的に関わっていきた
い。

９月に学校祭、及び１１月
にスポーツ祭を実施する
ことができた。執行部、教
職員、生徒をはじめ多く
の協力のもとで、思い出
に残る行事にすることが
できた。

生徒が主体となって行事
の運営等を積極的に議論
することができた。今後も
生徒会全員で学校生活を
充実したものにするため
に、活動を継続する。

人を思いやる心を大事にす
る人として社会に羽ばたける
ように、様々な学校生活の中
で、声掛けをしていきたい。

学校行事やクラスでの活
動、部活動を通して他者
への理解を深め、人を思
いやる心を育む。

早めの登校や、落ち着いて学校
生活に臨む準備等の声掛けを継
続して行う。

一部ではあるが授業に集中でき
ない生徒が見受けられる。教科
担当と連携して根気強く指導をし
ていく。

保護者のBLEND登録は完了して
いるので、有効に活用していく。

各家庭とのこまめな情報交換、連
携を継続していく。

相手のことを考えた行動・発言を
心掛け、トラブルをなくしていくよ
う指導を行う。

新しいクラスに馴染めていない生
徒や孤立しがちな生徒に目を配
り、声掛けをしていく。

概ね良い習慣が定着してい
るが、今後最高学年として
リーダーシップを発揮し、学
校全体を引っ張っていくよう
な存在になるよう導いていき
たい。

進路決定に向けての活動が
活発となる2学期以降、これ
まで以上に丁寧な情報提供
ときめ細かい指導を心がけ
たい。

引き続きしっかりと連携を図
るとともに、保護者の方から
も相談しやすい雰囲気つくり
を心掛けたい。

学校行事の充実

生徒会活動の充実

７月のスポーツ祭および１０月
の学校祭が充実したものにな
るように、早めに計画をする。

各クラスの中央委員との連携
を図る。

学校生活をより充実したもの
にするために、定期的に部会
を開き、議論する。

【各クラスの状況】
各クラスともクラスメイトと
互いに支えあいながら生
活を送る様子も見られる
ようになった。

人権意識を育てる

挨拶やマスクの着用、正しい服装
を呼びかけ、守れていない場合
はその場で正すよう指導する。

登下校中のマスク着用と交
通ルールの遵守ができるよ
うに声かけを行う。

全体的に見ると遅刻や欠席
は多くないが、今後も個別に
指導を行う必要がある。

授業に集中し、提出物は期
限を守るように継続して指導
する。

１０月に学校祭、及び１１月にス
ポーツ祭を実施することができ
た。執行部、教職員、生徒をはじ
め多くの協力のもとで、思い出に
残る行事にすることができた。

BLENDを活用し、クラスごと、また
は学年全体の連絡の周知徹底に
務めた。

生徒の状況や変化等について家庭と
の連絡をこまめに行い、教育支援やそ
の他関係部署と連携をとりながら適切
に対応できた。

小さな行き違いやトラブルはある
が、学年全体としてはかなり落ち
着いてきている。

正しい服装、頭髪の徹底を根
気強く呼びかけるとともに、
個々に向き合った指導を継続
する。

引き続きBLENDの有効活用
を実践していく。

生活面の指導のみならず、進
路希望に関しても生徒と家
庭、学校の間で意思の疎通と
連携を深めていく。

来年度は学校行事日程に大
幅な変更がある為、早めに計
画を立てて行動する。


